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その１.普段使いの振り返り
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　日々の授業の《振り返り》どのように取り組まれていますか？
「なかなか取り組む時間がない…、何を、どんなふうに書かせる
の…」と悩まれているの先生もいるのではないでしょうか。
　そこで、荒牧先生からは① 持 続 可 能 ！②子 ど も に生 き
る 振 り 返 り を ！をテーマに、３つのアイデアをご発表いただ
きました。

振り返りシート①…１枚つづりで教師のコメントもチェック欄にし
　たこの形。学びの足跡も分かりやすく、フィードバックも負担
　が少なく、よく活用されている先生も多いのでは？
　　荒牧先生の一工夫。【自己評価の観点】【コメントの観点】
　で、どんな学びを大切にしたいか共有し、継続することで学級
　風土にしていく。先生方も、ぜひ一度考えてみられては？？

振り返りシート②…ロイロノートのカードで単元を通して振り返り
　で活用。前段では《指導事項意識＋次時への見通し》、後段で
　は《学び方の自覚》の項目があります。「明らかになってきた
　こと」「解決に役立った考えや友達の意見」←こちらも視点が面白い！

その３.学びをつなげる振り返り
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その２.単元末の振り返り
　単元末の振り返りでは、初めと終
わりの自分を比べて、自分の学びや成
長を自覚するチャンスです。
　荒牧先生の発表で「なるほど！」
と思ったのは【言葉の力が、成長して
きたと感じたエピソード】という視点
がです。
　エピソードを書くことで、子どもたちが「学んだこと」と
「学び方」を具体例とつなげながら振り返っていました。ま
た、友達との関わりもよく書かれるようになったそうです！

 振り返りアイデア3選～「書くこと」＆「読むこと」編～
　荒牧 剛志 先生(熊本市立健軍小学校)

　「書くこと」防災について提案書を書く
学習では、授業でルーブリックをもとに友達と相互評価をし、
評価を受けて振り返る（今日の家庭学習で推敲する計画）。→家
庭学習で実際に推敲を行う。→さらに授業で・・・このように、
授業と家庭学習をつなげる振り返りの活用もあるそうです！



「読むこと」での学びを自覚し活用するために
　　　　　　　～「『鳥獣戯画』を読む」の実践から」～
藤田 沙織 先生（嘉島町立嘉島西小学校）

「『鳥獣戯画』を読む」の単元で、筆者の
高畑さんから表現の工夫について学び、
その学びを「甲佐町歴史パンフレット」
に活かす教科横断的な学びをデザインさ
れていました。
　前半は【読むことでの学び】と【書く
ことでの学び】のサイクルによって、学ん
だことを活用・活用することで学びを自
覚できる。
　後半は学んだ言葉の力を実生活で活用
する。国語と総合的な学習の時間の相性
がいいことを改めて実感しました。

　藤田先生からは、国語と総合的な学習の時間をつなげた実践
からアイデアを発表いただきました。
その１.学びをつなげるカリキュラムマネジメント

その２.教材文との出合い ー解説文を書いてみようー

※上の図はイメージです。

　「『鳥獣戯画』を読む」の教材文との出合いでは、まず
鳥獣戯画の一場面を自分なりに解説することで、「本文はど
んなふうに書いてあるのかな？」と読みたい気持ちを高め、
子どもたちが筆者の書きぶりの良さに着目できるようにし
たそうです。読んで表現の工夫を見つける→表現の工夫を
使い、解説文を書く→さらに読む…出合いが生きますね！

その３.子どもの言葉で分類

　また、見つけた表現
の工夫を表す名前を子
どもたちが自らのネー
ミングしていたのがとても面白いと思いました。
　「実況語」や「想像語」など、子どもたちなら
ではのセンスが光っていますね！
　実際のパンレフットの文章にも、この学びを活
かす書きぶりがありました。



　お二人の先生の話を聞いて学びをどう自覚化するかということの手立てを
学ぶことができました。
　荒牧先生からは、どう子どもの記憶に残る振り返りにするかということを
学ぶことができました。振り返りは、どうしても教師主導で書いて終わりが
ちになってしまいますが、エピソードで書くことによって子どもたち同士が
読みたくなるようにされていたのがとても印象的でした。そのような形にす
ることによって、子どもの記憶に残る、その振り返りが残ることによって学
びの感動をより子どもたちが意識できるのかなと思いました。
　藤田先生からは、日常の生活と関連されたご実践を提案していただきまし
た。「読むこと」と「書くこと」とをどうつなげるか、読んだことを書くこ
とにどうつなげるか、これは永遠のテーマだと思いました。先生は、子ども
たちが着目した言葉をキーワード化したり、間とまとめたりされていまし
た。そうした言葉に新たな見方・考え方を吹き込むことで書くことにつなが
っていったのではないかと思いました。貴重なお二人のいご実践ありがとう
ございました。

参加者からのコメント

次回予告

お二人の先生方が、日々の授業を大切にして
おられることが伝わってきて、すばらしいと
思いました。ありがとうございました😊

　すぐ試したくなる実践の数々、ありがとうございまし
た！ 「エピソード」で振り返りをつづることは、学習者の
記憶の定着という点からも、そしてナチュラルな子どもの思
考や感覚を引き出すという点からも、２学期から真似したい
と思っています！また、「読む」単元を「書く」単元に汎用
させていくために、カリキュラムを工夫したり、「〜語」で
分類整理したりするなど、活用したくなる仕掛けもたくさん
学ばせていただきました。参加された先生方の発言からの学
びも多く、具体的にどう日常に生かそうかイメージも湧きや
すくなりました。また次回の発表会も楽しみです！


